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蓮
如
上
人
記
念
館 

道
の
駅
「
蓮
如
の
里 

あ
わ
ら
」
に 

  

で
フ
ラ
ン 

佛
歯
寺

ぶ

っ

し

じ

か
ら
贈
ら
れ
た
、
佛
教
の 

 

 

 

  

 

記
念
館
を
機
能
強
化
施
設

と
す
る
福
井
県
あ
わ
ら
市
初

の
道
の
駅
「
蓮
如
の
里 

あ
わ

ら
」
は
４
月

22

日
に
開
業
し
、

大
谷
暢
順
御
法
主
台
下
と
昵

懇
の
稲
田
朋
美
衆
議
院
議
員
、

山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
等

と
当
財
団
職
員
が
賑
々
し
く

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し

た
。 記

念
館
で
は
道
の
駅
化
に

伴
い
、
館
内
施
設
・
自
然
館
の

庭
園
化
、
天
然
記
念
物
・
鹿
島

の
森
、
北
潟
湖
、
吉
崎
御
坊
跡

を
一
望
で
き
る
鳳
凰
閣
へ
の

京
都
の
人
気
店
「
イ
ク
ス
カ
フ

ェ
」
北
陸
初
出
店
等
を
進
め
て

き
ま
し
た
。 

中
で
も
話
題
を
呼
ん
だ
の

が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
ク
リ
オ
ネ

と
流
氷
の
一
年
間
を
通
し
た

展
示
と
、
徳
島
県
無
形
民
俗
文

化
財
・
人
形
浄
瑠
璃
の
作
品
約

五
十
点
を
展
示
す
る
北
陸
初

の
特
別
展
「
神
宿
る 

阿
波
の

神
佛
習
合
の
み
教
に
結
縁

け

ち

え

ん 

永
久

と

わ

の
安
ら
ぎ
を 

浄
苑
最
上
、
最
高
の
納
骨
壇
・
信
楽
壇

し

ん

ぎ

ょ

う

だ

ん 

極
楽
浄
土
を
想
起 
信
楽
堂

し
ん
ぎ
ょ
う
ど
う 

嘉
枝
堂
地
下
三
階
に
信
楽
壇
専
用
の
御

堂
・
信
楽
堂
を
建
立
し
ま
し
た
。 

檜
造
り
の
清
楚
な
扉
を
開
け
る
と
、
そ
こ

に
は
お
ご
そ
か
な
照
明
と
内
装
、
神
佛
習
合

の
み
教
に
包
ま
れ
た
、
ま
さ
に
極
楽
浄
土
を

想
起
さ
せ
る 

荘
厳

そ
う

ご
ん

な
世
界
が
広
が
り
ま
す
。 日本初・神佛習合の礼拝所（御荘厳

しょうごん

） 

信
楽
堂
納
骨
者
だ
け
の 

日
本
初
・
神
佛
習
合
の
礼
拝
所
（
御
荘
厳

し
ょ
う
ご
ん

） 

威
容
を
誇
る
信
楽
壇
納
骨
者
専
用
の
礼
拝

所
（
御
荘
厳
）
は
、
本
邦
初
と
な
る
神
佛
習

合
の
み
教
の
結
晶
で
、
信
楽
壇
の
納
骨
者
だ

け
が
参
詣
で
き
ま
す
。 

 

御
本
尊
は
嘉
枝
堂
本
堂
と
こ
こ
に
し
か
な

い
、
御
法
主
台
下
ご
発
案
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
式
、

白
木
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
世
界
遺
産
・
ス

リ
ラ
ン
カ 

祖
・
釈
尊
坐
像
、
天
照
大
御
神
、
親
鸞
聖
人

が
「
和
国
の
教
主
」
と
仰
が
れ
た
聖
徳
太
子
、 

聖
人
と
蓮
如
上
人
に
大
師
号
を
贈
ら
れ
た 

明
治
天
皇
の 

 

天て

ん

牌ぱ

い

を
ご
奉
安
。 

 

信
楽
壇
納
骨
者
の
為
、
毎
朝
に
は
伝
統
あ

る
本
願
寺
の
法
式
に
則
っ
た
勤
行(

晨
朝) 

 春
秋
彼
岸
、
盂
蘭
盆
会
、
報
恩
講
、
修
正
会

等
、
各
年
中
佛
事
も
勤
ま
り
、
お
念
佛
の
声

が
高
ら
か
に
各
信
楽
壇
へ
届
き
ま
す
。 

 
真
の
佛
弟
子
と
し
て
の
歩
み
を 

■
法
統
継
承
之
証

ほ
う
と

う
け

い
し

ょ
う

の
し

ょ
う 

割
当
時
に
授
与
さ
れ
る
法
統
継
承
之
証

に
は
、
釈
尊
、
天
照
大
御
神
か
ら
御
法
主
台

下
ま
で
連
綿
と
続
く
神
佛
習
合
の
法
統
の

末
流
に
連
な
る
証
と
し
て
、
信
楽
壇
納
骨
者

と
そ
の
家
族
の
俗
名
、
法
名
が
、
御
法
主
台

下
の
お
許
し
を
得
て
、
一
人
ず
つ
特
別
に
本

願
寺
の
御
連
枝
に
よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
蓮
如
上
人
が
「
足
手
ヲ
ハ

コ
ビ
」「
報
恩
謝
徳
ノ
懇
志
ヲ
ハ
コ
ブ
」
と
仰

せ
ら
れ
た
如
く
、
少
な
く
と
も
一
年
に
一
度

は
浄
苑
に
参
詣
し
て
懇
志
を
運
び
、
神
佛
や

先
祖
へ
の
感
恩
の
惟
い
に
包
ま
れ
る
真
の

佛
弟
子
と
し
て
歩
み
始
め
て
く
だ
さ
い
。 

  

■
本
願
寺
懐
中

か
い
ち
ゅ
う

名
号

み
ょ
う
ご
う 

 

 

蓮
如
上
人
は
、
「
本
尊
は
掛
け
破
れ
」
と

仰
せ
に
な
る
と
と
も
に
数
限
り
な
い
程
の 

御
名
号

お

み

ょ

う

ご

う

を
門
徒
に
下
附
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
っ
て
御
名
号
が
各
家
庭
に
奉

安
さ
れ
、
我
国
初
の
家
庭
佛
壇
と
な
っ
て
、

日
本
佛
教
は
革
新
的
な
発
展
を
遂
げ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
多
く

の
日
本
人
の
人
生
は
み
佛
と
と
も
に
あ
る
、

感
恩
の
惟
い
と
喜
び
に
満
ち
溢
れ
た
も
の

と
な
っ
た
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

そ
こ
で
、
信
楽
壇
納
骨
者
が
家
庭
で
常
に

御
本
尊
を
拝
む
生
活
を
送
る
べ
く
、
本
願
寺

懐
中
名
号
を
年
々
、
年
末
か
ら
年
初
に
か
け

て
授
与
し
ま
す
。
佛
恩
に
感
謝
し
、
本
願
寺

懐
中
名
号
と
と
も
に
新
年
を
お
迎
え
下
さ

い
。
な
お
、
旧
年
の
本
願
寺
懐
中
名
号
は
浄

苑
で
お
焚
き
上
げ
を
し
ま
す
。 

東
京
、
名
古
屋
か
ら
計
三
百
人
が
集
っ
た 

道
の
駅
開
業
記
念
、
徳
島
の
人
形
公
演 

 

 

信
楽
壇
・
信
楽
堂
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

現
地
で
の
見
学
も
随
時
受
付
中
で
す
。 

東
山
浄
苑
総
合
受
付
（
尚
書
）
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

法統継承之証 

電
話 
０
７
５-

５
４
１-

８
３
９
１

（
尚
書
・
総
合
受
付
） 

本願寺懐中名号 

人
形
展
」。 

ク
リ
オ
ネ
と
流
氷
は
、
北
海

道
立
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
科
学

セ
ン
タ
ー
（
紋
別
市
）
か
ら
提

供
を
受
け
、
家
族
連
れ
等
で
連

日
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

す
。
５
月
２
日
に
は
同
セ
ン
タ

ー
学
芸
員
に
よ
る
「
ク
リ
オ
ネ

教
室
」
を
催
し
、
地
元
の
児
童
、

園
児
約

90

人
が
海
の
学
び
を

深
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
道
の
駅
開
業
記
念
と

し
て
、
４
月

21

日
、
22

日
に

は
徳
島
の
人
形
浄
瑠
璃
「
神 

 

公
演
を
実
施
。
地
元
や
名
古

屋
、
東
京
か
ら
の
計
三
百
人
が

人
形
を
神
と
崇
め
、
招
福
を
祈

る
精
神
世
界
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。 

４
月

23

日
に
は
筝
曲
家

で
あ
る
大
谷
祥
子
記
念
館
館

長
等
に
よ
る
「
春
を
告
げ
る
邦

楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
開
催
。「
春

の
海
」
や
民
謡
等
の
優
雅
な
調

べ
で
、
道
の
駅
の
開
業
を
寿
ぎ

ま
し
た
。 

 

現
在
、
特
別
展
で
は
京
都
の

伝
統
工
芸
品
を
展
示
す
る

「T
h

is is K
Y

O
T

O
 

パ
リ

を
魅
了
し
た
京
の
至
宝
」
展
を

開
催
中
で
す
（
８
月

31

日

迄
）。 

創
建
五
十
周
年
記
念 

・交通アクセス等、詳しいご案内は
ホームページ、インスタグラム

もご覧ください。 

@rennyostagram 

道の駅「蓮如の里 あわら」 
福井県あわら市吉崎 1-901 
0776-75-2200 

宿
る 

阿
波
の
木
偶

で

こ

ま
わ
し
」 

信
楽
壇 

ご
契
約
者
の
声 

東
山
浄
苑
か
ら
の
ご
案
内 

  

で
フ
ラ
ン 

見
学
の
際
、
美
し
い
祭
壇
を

ひ
と
め
見
た
と
き
か
ら
「
こ

こ
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
思
い
ま
し
た
。 

い
つ
か
は
自
分
が
向
か
う

場
所
で
す
が
、
元
気
な
間
に

契
約
し
た
こ
と
で
お
寺
さ

ま
と
の
つ
な
が
り
も
生
ま

れ
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

六
十
代 

女
性 

 

ご
夫
婦
と
お
子
様
の
た
め
に 

亡
き
人
の
極
楽
往
生
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
も
神
仏
の
照
護
の
下
、
真
の
仏

弟
子
と
し
て
、
誇
り
と
喜
び
を
持
っ
て

仕
合
せ
に
生
き
る
ご
縁
を
深
め
ら
れ
る

信
楽
壇
。 

ご
契
約
者
か
ら
の
ご
意
見
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

七
十
代 

男
性 

 

亡
母
様
と
ご
自
分
の
た
め
に 

法
統
継
承
之
証
に
亡
き
母

の
法
名
、
俗
名
を
書
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
釈
迦
さ

ま
や
天
照
大
神
に
連
ね
て

下
さ
り
、
感
謝
の
気
持
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。 

私
も
い
ず
れ
は
そ
こ
に
記

載
し
て
い
た
だ
け
る
と
思

う
と
、
余
生
も
安
心
し
て
過

ご
せ
ま
す
。 


